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◆春季関西学生リーグ女子１部
　〈予選リーグ〉
　　園田学園女大○７―０龍谷大
　　　　　　　　○７―１神戸親和女大
　　　　　　　　○７―０大阪国際大
　　　　　　　　○１―０大阪大谷大
　〈１部リーグ〉
　　園田学園女大○７―０奈良学園大・
　　　　　　　　　　　　奈良文化女短大
　　　　　　　　○９―２太成学院大
　　　　　　　　○９―０武庫川女大
　　　　　　　　○10―０立命館大
　〈個人賞〉
　　防御率①原　奈々 0.00
　　打　率①児嶋　優 0.571
　　　　　②石川恭子 0.500
　　盗塁賞　堤　加菜子６個
　　ベストプレイ賞　椛山　奈々
◆兵庫県知事杯兼全日本総合女子兵庫県大会
　園田学園女大○３―０神戸親和女大
　　　　　　　○６―０武庫川女大
　（全日本総合近畿予選進出）

投
手
戦
制
す

〝
大
学
日
本
一
〞
奪
還
へ

大
会
成
績

荒木 香織 教授

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
リ
ー
グ
戦

に
勢
い
を
つ
け
る
意
味
で
重
要

な
初
戦
。
園
田
学
園
女
大
は
11

季
連
続
優
勝
の
プ
ラ
イ
ド
を
胸

に
、
気
を
引
き
締
め
て
試
合
に

臨
ん
だ
。

　
１―

３
回
は
無
得
点
に
抑

え
ら
れ
た
が
、
４
回
２
ア
ウ

ト
か
ら
打
線
が
目
覚
め
た
。

児
嶋
優
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）と
屋
禰
未
奈（
同
２
年
）が

連
続
出
塁
し
、
石
川
恭
子（
同

２
年
）の
２
塁
打
で
１
点
を
先

制
し
た
。

　
さ
ら
に
盗
塁
な
ど
機
動
力
で

も
相
手
守
備
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

富
本
凛
子（
同
４
年
）の
タ
イ

ム
リ
ー
２
塁
打
も
飛
び
出
し
、

こ
の
回
一
挙
に
６
得
点
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
５
回
コ
ー
ル

ド
で
快
勝
し
た
。

　
開
幕
か
ら
３
戦
連
続
コ
ー
ル

ド
勝
利
で
勢
い
に
乗
る
チ
ー
ム

を
引
き
締
め
た
の
は
、
第
４
戦

の
大
阪
大
谷
大
戦
だ
っ
た
。

　
先
発
を
任
さ
れ
た
の
は
原

奈
（々
児
童
教
育
学
科
３
年
）。

守
備
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
相

手
打
線
を
散
発
６
安
打
に
抑

え
、
７
回
を
無
失
点
で
投
げ
抜

い
た
。
原
の
力
投
に
応
え
た
い

打
線
だ
っ
た
が
、
相
手
も
好
投

手
。
本
塁
が
遠
か
っ
た
。

　
迎
え
た
最
終
回
の
攻
撃
。
２

死
球
１
安
打
で
１
死
満
塁
と

し
、
屋
禰
が
殊
勲
の
レ
フ
ト
前

タ
イ
ム
リ
ー
。
１―

０
で
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
た
。
先
発
し

た
原
は「
全
員
が
最
後
ま
で
粘

り
強
く
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
チ
ー
ム
力

の
勝
利
を
強
調
し
た
。

　
主
将
の
田
井
亜
加
音（
総
合

健
康
学
科
４
年
）
は
「
ピ
ッ

チ
ャ
ー
が
０
点
に
抑
え
て
く
れ

て
い
る
の
に
打
撃
陣
が
得
点
で

き
な
い
試
合
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ（
全
日
本

大
学
選
手
権
）は
春
季
リ
ー
グ

の
倍
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
の
し

か
か
り
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
や
技

術
の
強
化
、
打
撃
陣
の
強
さ
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。
緊

迫
し
た
試
合
を
制
し
、
チ
ー
ム

は
甲
の
緒
を
締
め
た
。

　
２
次
部
別
の
１
部
リ
ー
グ
で

も
、
園
田
学
園
女
大
は
コ
ー
ル

ド
勝
利
を
重
ね
て
い
く
。

　
１
部
リ
ー
グ
第
３
戦
の
武
庫

川
女
大
戦
で
は
、
１
回
、
４
番

田
井
、
５
番
椛
山
奈

（々
総
合

健
康
学
科
２
年
）、
６
番
児
嶋

の
主
軸
３
者
連
続
タ
イ
ム
リ
ー

な
ど
で
４
点
を
先
制
。
５
回
に

は
代
打
の
森
菜
々
穂（
同

３
年
）が
放
っ
た
本

塁
打
な
ど
で
追
加

点
を
あ
げ
、
９―

０
で
５
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
。
最
終
戦

を
残
し
て
、
優
勝

が
決
ま
っ
た
。

　
木
田
京
子
監
督
は「
失

点
が
８
試
合
で
３
点
と

少
な
か
っ
た
で
す
。
打
線
は
１

番
石
川
が
安
定
し
て
出
塁
し
、

児
嶋
も
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
で
き

る
打
線
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
進
塁
を
な
か
な
か
許
さ
な

い
守
備
力
を
保
っ
て
く
れ
た
た

め
、
投
手
も
安
心
し
て
マ
ウ
ン

ド
で
躍
動
で
き
た
の
で
し
ょ

う
」と
、
リ
ー
グ
戦
の
戦
い
を

総
括
し
た
。

リ
ー
グ
連
覇
へ

コ
ー
ル
ド
○
発
進

投
・
守
・
打
で
貫
禄

大学日本一奪還へ自信大学日本一奪還へ自信大学日本一奪還へ自信

主要大会成績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
第
48
回
春
季
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦（
女

子
）は
４
月
10
日
の
園
田
学
園
女
大―

龍
谷
大
戦
な
ど
で
開

幕
し
た
。
11
季
連
続
リ
ー
グ
制
覇
中
の
園
田
学
園
女
大
は

予
選
リ
ー
グ
か
ら
本
領
を
発
揮
。
上
位
校
で
争
う
１
部
リ
ー

グ
で
は
４
戦
す
べ
て
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収
め
、
他
を
圧

倒
し
て
12
季
連
続
優
勝
に
輝
い
た
。
投
・
打
・
走
の
個
人

賞
も
獲
得
。
選
手
個
々
の
能
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
か
み

合
っ
た
リ
ー
グ
制
覇
だ
っ
た
。

◆
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
シ
ン
グ
ル
ス

〈
１
回
戦
〉

加
治
　
○
　
６―

４
　
窪
之
内
（
大
阪
市
立
大
）

　
　
　
　
　
６―

０

小
池
　
○
　
７―

５
　
栗
本
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
６―

２

志
村
　
●
　
１―

６
　
中
谷
（
甲
南
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

伊
藤
　
●
　
６―

３
　

前
田
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
３―

６

池
田
　
○
　
７―

６（
９
）　
沈
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
７―

６（
６
）

石
井
　
●
　
４―

６
　
橘
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
０―

６

川
本
　
○
　
６―

２
　

藤
本
（
甲
南
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

　
　
　
　
　
６―

３

大
石
　
○
　
６―

４
　
岡
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

１

渡
邊
　
●
　
６―

４
　

竹
浪
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
３―

６

則
信
　
●
　
３―

６
　
田
尻
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
１―

６

木
村
　
○
　
７―

６（
５
）　

玄
田
（
同
志
社
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
６―

４

〈
２
回
戦
〉

　
　
　
　
　
４―

６

加
治
　
○
　
６―

４
　
小
池
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

４

　
　
　
　
　
６―

７（
８
）

池
田
　
●
　
６―

４
　
　
　
池
内
（
同
志
社
大
）

　
　
　
　
　
３―

６

大
石
　
○
　
７―

５
　
川
本
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

４

木
村
　
●
　
３―

６
　
樋
口
（
大
阪
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

〈
３
回
戦
〉

加
治
　
○
　
６―

２
　
前
田
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
６―

３

　
　
　
　
　
２―

６
　
　
　
丹
野

大
石
　
●
　
６―

４
　
　
　（
神
戸
親
和
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

７（
２
）

〈
準
決
勝
〉

加
治
　
○
　
７―

５
　
山
本
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
７―

５

〈
決
勝
〉

　
　
　
　
　
６―

３
　

加
治
　
○
　
１―

６
　
畑
守
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
６―

２

▽
ダ
ブ
ル
ス

〈
１
回
戦
〉

加
治
・
小
池
○
　
７―

６（
４
）    

竹
浪
・
木
村

　
　
　
　
　
　
　
６―

４
　
　
　（
関
学
大
）

桐
畑
・
渡
邊
○
　
６―

４
　
松
田
・
山
田

　
　
　
　
　
　
　
６―

０
　（
関
西
外
大
）

池
田
・
大
石
○
　
６―

２
　
　    

大
谷
・
谷
口

　
　
　
　
　
　
　
６―

７（
３
）   （
親
和
女
大
・

　
　
　
　
　
　
　
10―

５
　
　   

大
阪
学
院
大
）

石
井
・
則
信
○
　
６―

３
　
　
　
岩
本
・
室
山

　
　
　
　
　
　
　
７―

６（
６
）   （
松
蔭
女
大
）

田
中
・
木
村
○
　
７―

５
　
岡
・
川
本

　
　
　
　
　
　
　
６―

３
　（
園
田
学
園
女
大
）

志
村
・
伊
藤
●
　
４―

６
　
玄
田
・
池
内

　
　
　
　
　
　
　
０―

６
　（
同
志
社
大
）

〈
２
回
戦
〉

加
治
・
小
池
●
　
３―

６
　
伊
藤
・
栗
本

　
　
　
　
　
　
　
３―

６
　（
関
学
大
）

桐
畑
・
渡
邊
○
　
６―

４
　
池
田
・
大
石

　
　
　
　
　
　
　
６―

４
　（
園
田
学
園
女
大
）

石
井
・
則
信
●
　
２―

６
　
酒
井
・
山
本

　
　
　
　
　
　
　
１―

６
　（
関
学
大
）

田
中
・
木
村
○
　
６―

４
　
玄
田
・
池
内

　
　
　
　
　
　
　
６―

０
　（
同
志
社
大
）

〈
準
々
決
勝
〉

　
　
　
　
　
　
　
３―

６
　
田
中
・
清
水

桐
畑
・
渡
邊
●
　
６―

３
　（
大
阪
教
育
大
）

　
　
　
　
　
　
　
８―

10

田
中
・
木
村
●
　
２―

６
　
橘
・
畑
守

　
　
　
　
　
　
　
２―

６
　（
関
西
大
）

（

）

（

）

（

）

（

）
（

）
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）

（

）

（

）
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）
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（
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（
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（

）

（

）

投
打
で
実
力
発
揮

投
打
で
実
力
発
揮

春季関西学生リーグ春季関西学生リーグ

　
春
季
リ
ー
グ
で
発
揮
し
た
よ

う
に
、
安
定
し
た
守
備
と
破
壊

力
の
あ
る
攻
撃
が
持
ち
味
の

チ
ー
ム
。
最
重
要
大
会
で
あ
る

イ
ン
カ
レ
で
は
、
２
０
１
２
年

の
優
勝
以
来
、準
優
勝
、３
位
、

ベ
ス
ト
８
と
苦
戦
し
て
い
る
。

　「
地
域
、
学
校
、
関
係
者
を

は
じ
め
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
を
目
指
す
」（
木
田

監
督
）と
い
う
園
田
学
園
女
大

が
、
今
年
こ
そ（
８
月
26―

29

日
・
鹿
児
島
県
南
九
州
市
）と

強
気
で
、
大
学
日
本
一
の
タ
イ

ト
ル
奪
還
に
挑
ん
で
い
く
。

12季連続12季連続ⅤⅤⅤⅤ無敵無敵
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

穐山奈央（４年）穐山奈央（４年）

堤 加菜子（４年）堤 加菜子（４年）

児嶋 優（４年）児嶋 優（４年）

大
石
、小
池
ら
後
輩
も
成
長

大
石
、小
池
ら
後
輩
も
成
長

今
後
の
チ
ー
ム
戦
に
弾
み

　
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
４
連
覇
の

偉
業
が
懸
か
っ
た
加
治
。
初
戦

は
快
勝
し
た
が
、
２
回
戦
で
対

戦
し
た
後
輩
の
小
池
颯
紀（
総

合
健
康
学
科
１
年
）
に
第
１

セ
ッ
ト
を
４―

６
で
奪
わ
れ
る

な
ど
、
序
盤
は
波
に
乗
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
要
所
で
冷

静
に
シ
ョ
ッ
ト
を
決
め
、
先
輩

の
貫
録
を
見
せ
た
。

　
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
た
決
勝

で
は
畑
守
美
里（
関
西
大
）を

６―

３
、
１―

６
、
６―

２
で

撃
破
。
４
連
覇
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

　
小
池
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で

は
、
２
回
戦
で
第
１
シ
ー
ド
の

ペ
ア
に
苦
杯
。
加
治
に
と
っ
て

３
年
ぶ
り
の
ダ
ブ
ル
ス
・
タ
イ

ト
ル
奪
取
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
加
治
は「
２
０
１
６
年
度
の

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
シ
ン
グ

ル
優
勝
と
い
う
い
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
ま
し
た
」と
充
実
し
た

表
情
。「
イ
ン
カ
レ
で
も
自
分

の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
集
中

し
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
」と

健
闘
を
誓
う
。

　
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
し
て
の

大
仕
事
も
待
っ
て
い
る
。
関
西

大
学
対
抗
リ
ー
グ
と
、
そ
の
先

に
あ
る
全
日
本
大
学
対
抗
王
座

決
定
試
合
だ
。
昨
年
は
関
西
優

勝
＆
王
座
ベ
ス
ト
４
だ
っ
た
。

　
チ
ー
ム
目
標
は
も
ち
ろ
ん
、

関
西
２
連
覇
と
王
座
優
勝
。
加

治
は「
チ
ー
ム
で
戦
え
る
リ
ー

グ
戦
や
王
座
は
と
て
も
楽
し

み
。
全
員
で
勝
利
を
つ
か
み
ま

す
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
加
治
を
苦
し
め
た
の
は
、
２

回
戦
で
当
た
っ
た
後
輩
の
小
池

だ
。
一
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

４
強
の
実
力
者
。
パ
ワ
ー
や
ラ

イ
ン
際
を
狙
う
シ
ョ
ッ
ト
で
、

加
治
の
焦
り
を
誘
い
、
第
１

セ
ッ
ト
を
奪
っ
た
。

第
２
、
３
セ
ッ
ト
も
果
敢
に
挑

戦
し
、
ラ
リ
ー
で
加
治
を
打
ち

負
か
す
場
面
も
。
ゲ
ー
ム
は
３

時
間
を
超
え
る
熱
戦
。
金
星
は

挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
加
治

と
２
回
戦
で
対
戦
す
る
組
み
合

わ
せ
で
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
勝

ち
進
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
感
じ
さ
せ
る
だ
け
の
力
強
さ

と
躍
動
が
あ
っ
た
。
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
な
一
人
だ
。

　
園
田
学
園
女
大
は
ダ
ブ
ル
ス

に
７
ペ
ア
が
出
場
。
そ
の
う
ち

５
ペ
ア
が
初
戦
を
突
破
し
た

が
、
２
回
戦
を
勝
ち
抜
い
た
の

は
桐
畑
和
佳（
総
合
健
康
学
科

４
年
）・
渡
邊
は
る
か
（
同
２

年
）組
、
田
中
虹
河（
同
３
年
）・

木
村
優
布
子（
同
３
年
）組
の

２
ペ
ア
。
準
々
決
勝
で
桐
畑
・

渡
邊
組
は
惜
敗
し
、
田
中
・
木

村
組
は
第
２
シ
ー
ド
の
ペ
ア
に

完
敗
し
た
。

　
今
後
を
見
据
え
る
と
、
チ
ー

ム
が
総
力
を
注
ぐ
全
日
本
大
学

対
抗
王
座
決
定
試
合
に
つ
な
が

る
関
西
大
学
対
抗
リ
ー
グ
を
２

年
連
続
で
制
覇
す
る
に
は
、
ダ

ブ
ル
ス
の
強
化
は
必
須
。
目
標

を
叶
え
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ

と
は
見
え
て
い
る
。

　
　  

　
　   

♦

　
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
結
果
、
全
日
本
学
生
選
手

権（
８
月
・
岐
阜
）の
シ
ン
グ
ル

ス
本
戦
に
加
治
、
小
池
、
大
石

歩
美（
食
物
栄
養
学
科
３
年
）

が
、
同
予
選
に
川
本
桃
子（
総

合
健
康
学
科
３
年
）が
、
ダ
ブ

ル
ス
本
戦
に
田
中
・
木
村
組
と

桐
畑
・
渡
邊
組
が
、
同
予
選
に

加
治
・
小
池
組
、
則
信
・
石
井

組
が
出
場
す
る
。

　2016年4月より、本学人間健康学部総合健康学科に、荒木香織教授が着任されました。荒木教授
はスポーツ心理学を専門とし、メンタルトレーニングコンサルタントとして活躍しています。
　特に著名な業績として、ラグビー男子日本代表のメンタルコーチ（2012年～ 2015年）が挙げら
れます。2015年のラグビーワールドカップにおいて、南アフリカ戦に勝利し、「Ｗ杯史上最大の衝撃」
と報じられ、話題になりました。
　世界で活躍している荒木教授のご指導を得て、スポーツのSONODAはより高みを目指します。

全
力
テ
ニ
ス
を
誓
っ
て
Ｖ
４

ル
ー
キ
ー
小
池
の
挑
戦

ダ
ブ
ル
ス
強
化
が
課
題

関西学生春季トーナメント関西学生春季トーナメント

小池颯紀（１年）小池颯紀（１年）

大石歩美（３年）大石歩美（３年）

荒木 香織 教授
　中学生から、社会人 1 年目まで陸上競技
100m・200mを専門とする。インターハイ、ジュ
ニアオリンピック、国体、インカレ等に出場。
　その後、渡米、修士・博士課程を修了（専攻：
スポーツ心理学）。2005年より国内外で教鞭を
とる傍ら、メンタルトレーニングコンサルタン
トとして活躍。2016年4月園田学園女子大学
人間健康学部総合健康学科教授。

プロフィール

テ
ニ
ス
の
関
西

学
生
春
季
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
園
田
学
園

女
大
の
加
治
遥（
総
合
健
康
学
科

４
年
）が
シ
ン
グ
ル
ス
４
連
覇
を

達
成
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝
と
も
対
戦
相
手
に
粘
ら

れ
た
が
、
集
中
力
を
キ
ー
プ
し
て
要
所
を
締
め
、
最

後
は
地
力
の
差
を
見
せ
た
。
全
日
本
学
生
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）や
、
チ
ー
ム
の
総
合
力
で
勝
負
す

る
全
日
本
大
学
対
抗
王
座
決
定
試
合
な
ど
、

学
生
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
を
最
高
の
輝
き

で
締
め
く
く
り
た
い
。

加治
シングルス加治
シングルス

荒木 香織　京都府京都市出身
着 任　　

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）
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兵
庫
学
生
団
体
＆
個
人
３
位

則信ゆめ
総合健康学科４年

「団体戦では全日本大学王座で
の優勝、個人戦では一人でも
多くの選手が全日本学生で戦
えることを目標に日々トレー
ニングしています。一人ひと
りの個性を大事に、一人のパ
ワーが積み重なり、大きなパ
ワーとしてチーム力を高めて
いきたいです。高いレベルで
成長するチームを目指してい
ます」

川下智子
総合健康学科４年

田中友里乃
総合健康学科４年

武末沙也香
児童教育学科４年

田澤麗奈
児童教育学科４年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
で
、
園
田
学
園
女

大
は
前
回
７
位
を
上
回
る
５
位
の
成
績
を
収
め
た
。
６
月
の
西
日
本

学
生
選
手
権
も
一
丸
で
挑
み
、
８
月
開
幕
の
関
西
学
生
リ
ー
グ
で
の

２
部
優
勝
と
１
部
昇
格
、
11
月
の
イ
ン
カ
レ
出
場
に
照
準
を
合
わ
せ

て
い
る
。

ｍ
台
に
到
達
し
て
準
優
勝
。

「
14
ｍ
の
ラ
イ
ン
を
越
え
た
と

思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
記
録

を
聞
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
た
だ
、
14
ｍ
の
投
て
き
は
６

投
の
う
ち
１
投
だ
け
。
優
勝
も

16
㎝
差
で
逃
し
た
。「
14
ｍ
を

ア
ベ
レ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
、日
本
学
生
（
昨
年
６
位
）

で
は
上
位
入
賞
し
た
い
」
と
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
た
。

　
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
川
原

は
昨
年
６
位
か
ら
３
位
へ
、
成

長
の
走
り
。
後
輩
の
大
平
優
希

子
（
総
合
健
康
学
科
２
年
）
も

６
位
に
入
り
、
２
年
連
続
で
ダ

ブ
ル
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
13
秒

88
を
マ
ー
ク
し
て
５
位
に
入
っ

た
中
島
ひ
と
み
（
児
童
教
育
学

科
３
年
）
は
、
４×

１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
と
４×

４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
で

も
そ
れ
ぞ
れ
２
走

を
務
め
、
５
位
＆

６
位
入
賞
に
貢
献

し
た
。
走
幅
跳
で

は
浦
山
静
奈
（
総

合
健
康
学
科
３
年
）

◆
兵
庫
学
生
女
子
選
手
権（
３
位
以
内
）

▽
１
０
０
ｍ
①
鈴
木
12
秒
55
②
中
島
12
秒
69

▽
１
０
０
ｍ
障
害
②
小
松
14
秒
97
▽
４
０
０

ｍ
障
害
①
川
原
１
分
00
秒
69
③
鈴
木
１
分
06

秒
74
▽
走
高
跳
②
中
村
１
ｍ
69
▽
棒
高
跳
①

那
須
３
ｍ
70
▽
三
段
跳
②
藤
田
12
ｍ
08
▽
砲

丸
投
①
内
田
13
ｍ
67
③
今
井
12
ｍ
77
▽
円
盤

投
①
武
藤
37
ｍ
24

◆
兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

▽
女
子
一
般
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
田
学
園

女
大
46
秒
79（
鈴
木
―
中
島
―
大
橋
―
宮
本
）

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権

▽
２
０
０
ｍ
⑧
鈴
木
24
秒
90（
＋
2.9
）▽
１
０

０
ｍ
Ｈ
⑤
中
島
13
秒
88
▽
４
０
０
ｍ
Ｈ
③
川

原
59
秒
65
⑥
大
平
1
分
01
秒
13
▽
４
×
１
０

０
ｍ
リ
レ
ー
⑤
園
田
学
園
女
大（
鈴
木
―
中

島
―
大
橋
―
宮
本
）46
秒
40
▽
４
×
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
⑥
園
田
学
園
女
大（
川
原
―
中
島

―
堀
出
―
稲
岡
）3
分
45
秒
18
▽
棒
高
跳
①

那
須
3
ｍ
90
⑤
竹
上
3
ｍ
40
▽
走
幅
跳
④
浦

山
5
ｍ
91
▽
三
段
跳
⑧
田
澤
12
ｍ
19
▽
砲
丸

投
②
内
田
14
ｍ
12
⑥
今
井
13
ｍ
03
▽
円
盤
投

⑤
武
藤
38
ｍ
27
⑧
西
矢
36
ｍ
79
▽
ハ
ン
マ
ー

投
⑧
三
宅
47
ｍ
27
▽
七
種
競
技
⑤
新
川

4
5
6
8
点
▽
女
子
総
合
４
位

主
要
大
会
上
位
成
績

那須那須那須那須 ２連覇２連覇２連覇２連覇

大
会
成
績

◆
関
西
学
生
春
季
リ
ー
グ
女
子
１
部

〈
１
次
リ
ー
グ
〉

園
田
学
園
女
大
●
０―

３
京
都
橘
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
帝
塚
山
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
関
西
大

　
　
　
　
　
　
○
３―

２
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
千
里
金
蘭
大

〈
２
次
リ
ー
グ
〉

園
田
学
園
女
大
●
１―

３
大
阪
国
際
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
武
庫
川
女
大

　
　
　
　
　
　
○
３―

１
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
関
西
大

　
　
　
　
　
　
●
１―

３
大
阪
体
育
大

〈
１
部
２
部
入
れ
替
え
戦
〉

園
田
学
園
女
大
●
０―

３
神
戸
学
院
大

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
女
子
２

部
を
全
勝
制
覇
し
、
１
部
昇
格

を
果
た
し
た
園
田
学
園
女
大
。

前
チ
ー
ム
の
余
勢
を
駆
っ
て
１

勝
で
も
多
く
積
み
重
ね
よ
う
と

意
気
込
ん
だ
が
、
強
豪
チ
ー
ム

ぞ
ろ
い
の
１
部
で
は
初
戦
か
ら

３
連
敗
を
喫
し
た
。

　
白
星
が
欲
し
い
第
４
戦
は
京

都
産
業
大
と
対
戦
。
第
１
セ
ッ

ト
を
25―

23
で
取
っ
た
が
、
第

２
・
３
セ
ッ
ト
は
20―

25
、

25―

27
と
相
手
に
反
撃
を
許

し
た
。

　
劣
勢
に
陥
り
か
け
た
が
踏
ん

張
り
を
見
せ
、第
４
、第
５
セ
ッ

ト
を
連
取
。
粘
っ
て
接
戦
を
も

の
に
し
た
。

　
１
次
リ
ー
グ
の
下
位
チ
ー
ム

と
対
戦
す
る
２
次
リ
ー
グ
で

も
、
白
星
は
京
都
産
業
大
戦
の

１
つ
だ
け
。
第
１
セ
ッ
ト
を
16

―

25
で
奪
わ
れ
た
が
、
第
２

セ
ッ
ト
以
降
は
流
れ
を
呼
び
込

み
、
25―

17
、
25―

21
、
25―

14
と
た
た
み
掛
け
た
。
そ
れ
で

も
２
次
リ
ー
グ
１
勝
４
敗
と
勝

利
が
遠
か
っ
た
。

　
入
替
戦
は
２
部
２
位
の
神
戸

学
院
大
と
対
戦
。
こ
れ
に
勝
て

ば
１
部
残
留
だ
っ
た
が
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
０―

３
で
完
敗
。

多
く
の
課
題
を
残
し
て
、
２
部

降
格
が
決
ま
っ
た
。

　
主
将
の
川
下
智
子（
総
合
健

康
学
科
４
年
）は「
一
人
ひ
と

内
田
２
位
、

主
将
の
決
意

陸上競技部陸上競技部 剣道部剣道部 バスケットボール部バスケットボール部 バレー部バレー部 テニス部テニス部 ソフトボール部ソフトボール部

田井亜加音
総合健康学科４年

り
が
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
を

見
直
し
、
秋
季
リ
ー
グ
は
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
戦
い
ま
す
」

と
挽
回
を
誓
う
。

　
１
部
で
の
敗
北
感
は
、「
今
ま

で
の
練
習
で
は
到
底
１
部
の
舞

台
で
は
通
用
し
な
い
。
内
容
が

濃
く
、
質
の
高
い
練
習
で
、
全

員
の
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
」

（
川
下
主
将
）と
い
う
共
感
に
つ

な
が
っ
た
。
１
部
復
帰
を
期
す

秋
季
リ
ー
グ
に
向
け
、
よ
り
攻

撃
的
に
鍛
え
て
い
く
覚
悟
だ
。

　
軟
式
野
球
部
は「
野
球
を
楽

し
む
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
が
大
半

で
、
授
業
の
空
き
時
間
を
利
用

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

他
大
学
と
の
合
同
練
習
や
練

習
試
合
を
含
め
、
関
西
地
区

の
女
子
野
球
の
発
展
を
望
み
、

チ
ー
ム
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
大
学
間
の
交
流
以
外
に
も
、

社
会
人
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
野
球
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
、

主
に
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

と
た
ち
と
交
流
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
女
子
野
球
は
マ
イ
ナ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
多
く
の
人
に

お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
に
交
流
戦
を
行
い
、

昨
年
の
全
日
本
大
学
女
子
野

球
選
手
権
準
優
勝
校
に
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨

軟
式
野
球
部

大
会
成
績

◆
関
西
大
学
女
子
春
季
リ
ー
グ（
途
中
経
過
）

園
田
学
園
女
大
●
３―

６
武
庫
川
女
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

10
大
阪
体
育
大

　
　
　
　
　
　
○
11―

５
大
阪
芸
術
大

　
　
　
　
　
　
●
２―

６
武
庫
川
女
大

年
の
全
日
本
ベ
ス
ト
８
の
悔
し

さ
を
背
負
い
、
今
年
は
ベ
ス
ト

４
以
上
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。５
月
開
幕
の
関
西
地
区

春
季
リ
ー
グ
で
は
優
勝
が
目
標

で
す
。

　
園
田
ら
し
い
野
球
を
し
、
悔

い
の
な
い
よ
う
日
々
の
練
習
を

全
力
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

兵
庫
学
生
団
体
＆
個
人
３
位

剣道部

主
要
大
会
成
績

◆
兵
庫
学
生
剣
道
大
会

　
個
人
戦
３
位
　
橋
田

　
団
体
戦
３
位
　
Ａ
チ
ー
ム

（
先
鋒
・
栗
林―

中
堅
・
森
本―

大
将
・
武
末
）

◆
関
西
女
子
学
生
選
手
権

〈
２
回
戦
・
勝
者
〉

武
末
、
関
、
橋
田
、
大
辻
、
栗
林

〈
３
回
戦
〉

　
武
末
　
○―

　
松
本
（
兵
教
大
）

　
関
　
　
●―

　
二
宮
（
龍
谷
大
）

　
橋
田
　
○―

　
森
田
（
奈
良
大
）

　
大
辻
　
●―

　
鈴
木
（
関
学
大
）

　
栗
林
　
●―

　
井
上
（
近
大
）

〈
４
回
戦
〉

　
武
末
　
○―

　
川
北
（
佛
教
大
）

　
橋
田
　
●―

　
山
本
（
同
志
社
大
）

〈
５
回
戦
〉

　
武
末
　
●―

　
山
本
（
大
体
大
）

　
新
年
度
、
新
チ
ー
ム
が
最
初

に
迎
え
た
主
要
大
会
が
兵
庫
学

生
大
会
だ
っ
た
。
団
体
戦
で
Ａ

チ
ー
ム
が
、
個
人
戦
で
橋
田
紗

季
（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
団
体
戦
の
Ａ
チ
ー
ム
は
準
決

勝
で
代
表
戦
の
末
、
惜
敗
。
主

将
の
武
末
沙
也
香
（
同
４
年
）

は
「
優
勝
す
る
気
持
ち
で
臨
み

ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
努
力
以

上
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
勝
つ

こ
と
が
で
き
な
い
と
実
感
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
ま

だ
ま
だ
上
を
狙
え
た
」（
吉
山

茜
＝
総
合
健
康
学
科
３
年
）、

「
次
は
今
回
よ
り
も
強
く
な
っ

て
臨
む
」（
森
本
紗
英
＝
児
童

教
育
学
科
２
年
）
な
ど
、
前
向

き
な
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ
た
。

　
先
鋒
を
務
め
た
栗
林
菜
央

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
は
「
剣

道
部
全
員
で
１
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
、
秋

に
行
わ
れ
る
関
西
女
子
学
生
優

勝
大
会
（
団
体
戦
）
を
見
据
え

る
。

　
個
人
戦
３
位
の
橋
田
は
「
関

西
や
全
国
で
勝
ち
上
が
る
に

は
、
兵
庫
県
内
で
常
に
頂
点
を

取
る
く
ら
い
で
な
い
と
」

と
さ
ら
な
る
精
進
を

誓
っ
て
い
た
。

　
５
月
の
関
西
学
生
女

子
選
手
権
で
は
武
末
が

ベ
ス
ト
16
、
橋
田
が
ベ

ス
ト
32
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　
７
月
の
全
日
本
女
子

学
生
選
手
権
（
日
本
武

道
館
）
の
出
場
権
を
得

た
武
末
は
「
園
田
剣
道
部
の
代

表
と
し
て
、
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
、
全
日
本
で
輝
け
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　
前
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て

臨
ん
だ
棒
高
跳
の
那
須
は
、
優

勝
争
い
が
３
人
に
絞
ら
れ
た
３

ｍ
60
か
ら
登
場
し
た
。

　
１
回
目
は
十
分
な
跳
躍
だ
っ

た
が
、
バ
ー
を
落
と
し
て
し
ま

い
、
２
回
目
に
ク
リ
ア
。
３
ｍ

70
、
自
己
記
録
の
３
ｍ
80
を
と

も
に
１
回
目
に
成
功
さ
せ
る

と
、
正
念
場
の
３
ｍ
90
へ
。

　
こ
の
高
さ
に
挑
戦
す
る
の
は

那
須
を
含
め
て
２
人
。
那
須
は

２
回
目
に
ポ
ー
ル
の
反
動
に
体

を
う
ま
く
乗
せ
て
、
ク
リ
ア
。

相
手
は
３
回
の
跳
躍
で
ク
リ
ア

で
き
ず
、
那
須
の
優
勝
が
決

ま
っ
た
。

　
自
己
新
で
の
優
勝
は
今
大
会

の
目
標
の
一
つ
。
日
本
ト
ッ
プ

選
手
が
出
場
し
た
４
月
の
織
田

記
念
陸
上
で
は
３
ｍ
60
だ
っ
た

が
、
総
力
を
注
ぐ
関
西
イ
ン
カ

レ
で
き
っ
ち
り
と
目
標
通
り
の

結
果
を
残
し
た
。

　
さ
ら
に
４
ｍ
00
へ
も
挑
戦
。
跳

べ
な
か
っ
た
が
、
実
戦
で
４
ｍ

00
の
高
さ
を
味
わ
え
た
経
験
は

次
の
機
会
に
活
き
る
だ
ろ
う
。

　
重
さ
４
㎏
の
鉄
球
で
競
う
砲

丸
投
で
は
、
内
田
が
念
願
の
14

自
己
新
で
連
覇
飾
る

関
西
学
生
で
武
末
16
強

棒
高
跳

棒
高
跳

陸
上
競
技
の
第
93
回
関
西
学
生
対
校
選
手
権（
関
西
イ
ン
カ
レ
）で
園

田
学
園
女
大
は
２
年
連
続
し
て
女
子
総
合
４
位
と
な
っ
た
。
女
子
棒
高

跳
の
那
須
眞
由（
総
合
健
康
学
科
２
年
）が
３ｍ
90
の
自
己
新
記
録
で
２

連
覇
を
達
成
し
た
の
を
は
じ
め
、
砲
丸
投
の
内
田
千
香
子（
同
３
年
）

も
自
己
新
記
録
の
14
ｍ
12
を
投
げ
て
２
位
と
な
り
、
４
０
０ｍ
ハ
ー
ド
ル

で
は
川
原
菜
摘（
同
４
年
）が
59
秒
65
で
３
位
に
入
っ
た
。
走
跳
投
の
各

種
目
で
８
位
以
内
の
入
賞
は
16
個
を
数
え
た
。

那須

念
願
の
記
録
で
準
Ⅴ

内田

砲丸投

川
原
３
位

内
田
２
位
、
川
原
３
位

400ｍH

が
５
ｍ
91
で
４
位
に
。
七
種
競

技
の
新
川
涼
香
（
同
４
年
）
も

粘
り
強
く
得
点
を
重
ね
、
４
５

６
８
点
で
５
位
に
入
っ
た
。

　
砲
丸
投
６
位
の
今
井
美
夢

（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
や
三

段
跳
８
位
の
田
澤
麗
奈
（
同

４
年
）
ら
、
関
西
イ
ン
カ
レ

で
自
己
記
録
を
更
新
し
た
選

手
も
目
を
引
い
た
。

　
関
西
イ
ン
カ
レ
で
表
彰
台

に
立
っ
た
選
手
を
中
心
に
、
７

月
の
西
日
本
イ
ン
カ
レ（
京
都
）、

９
月
の
日

本
イ
ン
カ

レ（
埼
玉
）

も
、
園
田

学
園
女
大

の
存
在
感

を
発
揮
し

た
い
。

【ソフトボール部】

荻野　朝美（福岡大附属若葉高校・福岡）

服部　洋代（津商業高校・三重）

加藤　亜美（明新館高校・山形）

千葉　遼　（一関第一高校・岩手）

安田　胡桃（小林西高校・宮崎）

片山　摩巳（須磨ノ浦高校・兵庫）

白石　望美（須磨ノ浦高校・兵庫）

野瀬くるみ（南筑高校・福岡）

藤本　聖加（神戸星城高校・兵庫）

岩崎　瑞穂（八尾北高校・大阪）

【テニス部】

石井あづさ（山陽女学園高校・広島）

小池　颯紀（美鈴が丘高校・広島）

小久保絢加（福岡大附属若葉高校・福岡）

私たちは、SONODAで心・技・体を磨きます！2016年度
クラブ新入生

【バスケットボール部】

小野島由衣（市尼崎高校・兵庫）

牧　佳奈子（市尼崎高校・兵庫）

平山　楓子（須磨学園高校・兵庫）

宿久　千種（須磨学園高校・兵庫）

門田　唯　（岡豊高校・高知）

砂本　菜摘（大阪薫英女学院高校・大阪）

西垣　萌美（大阪桐蔭高校・大阪）

篠原　千晴（足羽高校・福井）

藤井　瑞希（豊島高校・大阪）

平嶋　芽生（豊島高校・大阪）

若原　優子（岐阜女子高校・岐阜）

上戸　梨紗（高瀬高校・香川）

山村　陽子（沼津中央高校・静岡）

津島　友美（川西明峰高校・兵庫）

田所　未来（福知山成美高校・京都）

佐藤　美裕（川西明峰高校・兵庫）

水野　沙紀（登美丘高校・大阪）

【バレーボール部】

平田　早希（金蘭会高校・大阪）

尾西陽加莉（氷上高校・兵庫）

勝部　千咲（安来高校・島根）

大符里佳子（市伊丹高校・兵庫）

柿本　真帆（奈良女子高校・奈良）

渡邊　みる（PL学園高校・大阪）

永野　桜空（三田松聖高校・兵庫）

方　　柚衣（神戸朝鮮高級学校・兵庫）

高野　由依（尼崎稲園高校・兵庫）

藤沢　涼加（市尼崎高校・兵庫）

【剣道部】

大辻　楓　（好文学園女子高校・大阪）

田村　陽菜（西宮今津高校・兵庫）

伊吹みらい（東海大仰星高校・大阪）

橋田　真子（初芝立命館高校・大阪）

落合　空　（久御山高校・京都）

【陸上競技部】
池上　鈴佳（大阪高校・大阪）

井福　千里（県農業高校・兵庫）

梅木　遥　（枚方高校・大阪）

江川　可蓮（姫路商業高校・兵庫）

小澤ほのか（神戸龍谷高校・兵庫）

笠島　真実（北陸高校・福井）

近藤亜友美（西城陽高校・京都）

清水　楓香（摂津高校・大阪）

菅蒲伊久美（添上高校・奈良）

武島　冴佳（伊丹北高校・兵庫）

田中　菜穂（西海学園高校・長崎）

谷垣歌悠里（大牟田高校・福岡）

西村　百花（京都橘高校・京都）

野々瀬　悠（鳴門渦潮高校・徳島）

畑　ともよ（園田学園高校・兵庫）

播磨　沙来（園田学園高校・兵庫）

百足　千香（北陸高校・福井）

　　　　　※カッコ内は出身高校

　
今
年
の
チ
ー
ム
目
標
は
関

西
リ
ー
グ
１
部
昇
格
、ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
完
全
燃
焼 

〜step 
by step

〜
」で
す
。
全
国
か

ら
チ
ー
ム
が
集
ま
る
３
月
の

嬬
恋
大
会
で
は
、
過
去
最
高

の
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
こ
そ
１
部
昇
格
！
や

る
こ
と
す
べ
て
が
結
果
に
繋

が
る
と
信
じ
、
全
員
全
力
で
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
高
の
コ
ー
チ
、
最
高
の
仲

間
と
共
に
、
必
ず
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
１
部
へ
意
気
軒
昂

ラ
ク
ロ
ス
部

試
合
結
果

◆
つ
ま
恋
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ

園
田
学
園
女
大
●
３‐

４
東
北
大

　
　
　
　
　
　
○
５‐

２
大
阪
国
際
大

　
　
　
　
　
　
○
４‐

２
上
智
大

　
　
　
　
　
　
●
１‐

３
大
東
文
化
大

　
　
　
　
　
　
○
７‐

１
中
京
大

　
　
　
　
　
　
○
３‐

１
国
士
館
大

　
　
　
　
　
　
●
３‐

５
大
阪
教
育
大

　
　
　
　
　
　
○
７‐

２
日
本
女
子
大

◆
全
国
地
区
交
流
戦
大
阪
会
場

園
田
学
園
女
大
○
12―

４
椙
山
女
学
園
大

　
　
　
　
　
　
○
８―

５
至
学
館
大

　
　
　
　
　
　
○
６―

４
名
城
大

「可能性を広げるために努力す
る選手が多いところが、今年
のチームの良さ。全員が思い
切ってプレーしています。今
季の目標はもちろん日本一。
その目標に対して、誰一人と
してぶれていません。夏に笑
顔でインカレタイトルを取る
ための勝負は始まっているの
で、一日一日を大切にしてい
きます」

「今年の春季リーグでは残念な
がら2部に降格してしまいま
した。一人ひとりの技術面・
体力面・精神面をもう一度しっ
かりと見直し、秋季リーグで
はチームカラーである『明る
さ』を最大限に出し、1部の舞
台に返り咲けるよう頑張りま
すので、応援よろしくお願い
いたします」

「全関西では昨年７位を上回る
５位になりうれしいです。そ
れでも個々の能力向上は今後
の大会に向けて必要です。目標
は秋のリーグで２部全勝優勝
と１部入れ替え戦に勝つこ
と。インカレ進出も目指して
います。個人としてはチーム
をまとめ、勝利に導くことが
できる主将の役割をまっとう
したいです」

「チーム戦となる秋の関西女子
学生優勝大会に向けて、一人
ひとりが理想とする剣道を思
い浮かべ、１戦１勝の気持ち
で準備していきます。個人と
しては夢だった全日本女子学
生選手権に出場します。今ま
で取り組んできたことを自信
にし、支えてくださった多く
の方に恩返しができるように
頑張ります」

「主将を任されて１年、一人ひ
とりのいいところを見られる
ようになりました。１つ上の
先輩方が昨年のインカレで活
躍したので、私たちもあきら
めず、大会に出る人も、サポー
トに回る人も、全員でインカ
レを戦えるチームになろうと
話してきました。９月のイン
カレでは１つでも多くの入賞
を目指します」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
０
１
６
年
度
関
西
大
学
女
子
春
季
リ
ー
グ
１
部

に
２
季
ぶ
り
に
参
戦
し
た
園
田
学
園
女
大
は
、
１
次
リ
ー
グ
・
２
次

リ
ー
グ
で
各
１
勝
に
と
ど
ま
り
、
１
部
11
位
と
苦
戦
。
入
替
戦
も
敗

退
し
、
秋
季
リ
ー
グ
は
２
部
で
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。

粘
り
実
ら
ず
２
勝
に
と
ど
ま
る

楽
し
ん
で
勝
つ

楽
し
ん
で
勝
つ

※

８
月
26
〜
31
日
に
富
山
県
魚
津
市
で

　
全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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「
全
員
で
立
ち
向
か
っ
て
い
け
た
」

大
会
成
績

◆
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権

園
田
学
園
女
大

▽
４
回
戦
　
○
　
　
24―

17
　
　
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
　
　
14―

19

　
　
　
　
　
　
　
　
22―

19

　
　
　
　
　
　
　
　
23―

13

▽
準
々
決
勝
●
 
　
19―

20
　
 
大
阪
体
育
大

　
　
　
　
　
　
　
　
８―

15

　
　
　
　
　
　
　
　
11―

11

　
　
　
　
　
　
　
　
15―

24

〈
順
位
決
定
戦
〉

園
田
学
園
女
大

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

16
　
　
関
西
外
大

　
　
　
　
　
　
　
　
14―

８

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

20

　
　
　
　
　
　
　
　
11―

９

▽
５
位
決
定
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

19
　
　
立
命
館
大

　
　
　
　
　
　
　
　
12―

11

　
　
　
　
　
　
　
　
18―

16

　
　
　
　
　
　
　
　
20―

23

　
園
田
学
園
女
大
は
４
回
戦
か

ら
登
場
。京
都
産
業
大
に
快
勝

す
る
と
、そ
の
勢
い
で
前
回
準
優

勝
の
大
阪
体
育
大
に
挑
ん
だ
。

　
第
１
ピ
リ
オ
ド
か
ら
前
田
実

咲（
児
童
教
育
学
科
４
年
）や

下
吹
越
紗
羅（
総
合
健
康
学
科

２
年
）
を
中
心
に
得
点
を
重

ね
、
健
闘
。
第
３
ピ
リ
オ
ド
は

互
角
に
戦
い
、
８
点
を
追
っ
て

最
終
ピ
リ
オ
ド
へ
。
下
吹
越
が

３
点
シ
ュ
ー
ト
を
効
果
的
に
決

め
た
が
、
流
れ
を
奪
え
ず
、
突

き
放
さ
れ
た
。

　
順
位
決
定
戦
に
回
っ
た
園
田

学
園
女
大
は
初
戦
を
制
し
、
５

位
決
定
戦
で
立
命
館
大
と
対

戦
。昨
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
２
部

３
位
の
園
田
学
園
女
大
に
対

し
、
立
命
館
大
は
１
部
５
位
。そ

れ
で
も「
苦
し
い
場
面
で
も
あ
き

ら
め
ず
に
、強
い
チ
ー
ム
に
立
ち

向
か
っ
て
い
け
た
」（
前
田
）
と

果
敢
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

　
第
１
〜
第
３
の
各
ピ
リ
オ
ド

を
僅
差
な
が
ら
着
実
に
リ
ー

ド
。
最
終
ピ
リ
オ
ド
は
相
手
に

意
地
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
残
り

２
秒
で
田
中
友
里
乃（
総
合
健

康
学
科
４
年
）が
起
死
回
生
の

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
こ
れ
で
勝

負
あ
り
。

　
立
命
館
大
戦
で
34
得
点
を
挙

げ
た
前
田
は「
コ
ー
ト
の
中
で

も
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
て
、

力
に
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
結
果
で
す
」と
チ
ー

ム
一
丸
を
強
調
し
た
。

　
次
な
る
挑
戦
は
リ
ー
グ
戦
、

そ
し
て
イ
ン
カ
レ
。
目
指
す
成

績
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
池
内

和
果
奈（
児
童
教
育
学
科
４
年
）

は「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力
を
強
化

す
る
こ
と
」を
課
題
に
あ
げ
る
。

春
に
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ

チ
ー
ム
は
、
夏
の
先
に
あ
る
達

成
感
を
追
い
か
け
て
い
く
。

活動レポート
It’s fresh 創部10周年記念公演を8月に開催

　私たちWHITE TIGERSは現
在７人で、チアリーディング部
のモットーである「元気・勇気・
笑顔」を大切にし、日々の練習
に励んでいます。
　昨年度は12月に行われた全
日本学生チアリーディング選手
権のエキシビション部門におい
て、奨励賞を初めていただくこ
とができました。
　新学期が始まり、新入生を新

たに迎え、神戸まつりや他大学の行事に参加し、アメリカンフッ
トボールの専属チアをさせて頂いている社会人チーム「ゴールデン
ファイターズ」の応援など、様々な活動を展開します。
　チアリーディング部は今年度で創部10周年を迎えます。これま
でWHITE TIGERSを支えてくださり、応援してくださった多くの
皆さまに10年間の感謝の気持ちを伝えるために、初の単独公演
を8月27日に行います。OGや園田学園高等学校の皆さんにも
参加していただき、一緒に公演を盛り上げていきます。
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陸
上
関
西
学
生
女
子
総
合
４
位

陸
上
関
西
学
生
女
子
総
合
４
位

陸
上
関
西
学
生
女
子
総
合
４
位

3m90クリア
3m90クリア 陸

上
関
西
学
生
女
子
総
合
４
位

全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
５
位

関
西
大
学
女
子
春
季
リ
ー
グ
１
部

バスケット
ボール部

（

）

（

）

（

）

83

68

53

70

（

）

関西 16 強・武末関西 16 強・武末

兵庫３位・橋田兵庫３位・橋田

○
67

53

○
71

69



兵
庫
学
生
団
体
＆
個
人
３
位

則信ゆめ
総合健康学科４年

「団体戦では全日本大学王座で
の優勝、個人戦では一人でも
多くの選手が全日本学生で戦
えることを目標に日々トレー
ニングしています。一人ひと
りの個性を大事に、一人のパ
ワーが積み重なり、大きなパ
ワーとしてチーム力を高めて
いきたいです。高いレベルで
成長するチームを目指してい
ます」

川下智子
総合健康学科４年

田中友里乃
総合健康学科４年

武末沙也香
児童教育学科４年

田澤麗奈
児童教育学科４年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
で
、
園
田
学
園
女

大
は
前
回
７
位
を
上
回
る
５
位
の
成
績
を
収
め
た
。
６
月
の
西
日
本

学
生
選
手
権
も
一
丸
で
挑
み
、
８
月
開
幕
の
関
西
学
生
リ
ー
グ
で
の

２
部
優
勝
と
１
部
昇
格
、
11
月
の
イ
ン
カ
レ
出
場
に
照
準
を
合
わ
せ

て
い
る
。

ｍ
台
に
到
達
し
て
準
優
勝
。

「
14
ｍ
の
ラ
イ
ン
を
越
え
た
と

思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
記
録

を
聞
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
た
だ
、
14
ｍ
の
投
て
き
は
６

投
の
う
ち
１
投
だ
け
。
優
勝
も

16
㎝
差
で
逃
し
た
。「
14
ｍ
を

ア
ベ
レ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
、日
本
学
生
（
昨
年
６
位
）

で
は
上
位
入
賞
し
た
い
」
と
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
た
。

　
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
川
原

は
昨
年
６
位
か
ら
３
位
へ
、
成

長
の
走
り
。
後
輩
の
大
平
優
希

子
（
総
合
健
康
学
科
２
年
）
も

６
位
に
入
り
、
２
年
連
続
で
ダ

ブ
ル
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
13
秒

88
を
マ
ー
ク
し
て
５
位
に
入
っ

た
中
島
ひ
と
み
（
児
童
教
育
学

科
３
年
）
は
、
４×

１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
と
４×

４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
で

も
そ
れ
ぞ
れ
２
走

を
務
め
、
５
位
＆

６
位
入
賞
に
貢
献

し
た
。
走
幅
跳
で

は
浦
山
静
奈
（
総

合
健
康
学
科
３
年
）

◆
兵
庫
学
生
女
子
選
手
権（
３
位
以
内
）

▽
１
０
０
ｍ
①
鈴
木
12
秒
55
②
中
島
12
秒
69

▽
１
０
０
ｍ
障
害
②
小
松
14
秒
97
▽
４
０
０

ｍ
障
害
①
川
原
１
分
00
秒
69
③
鈴
木
１
分
06

秒
74
▽
走
高
跳
②
中
村
１
ｍ
69
▽
棒
高
跳
①

那
須
３
ｍ
70
▽
三
段
跳
②
藤
田
12
ｍ
08
▽
砲

丸
投
①
内
田
13
ｍ
67
③
今
井
12
ｍ
77
▽
円
盤

投
①
武
藤
37
ｍ
24

◆
兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

▽
女
子
一
般
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
田
学
園

女
大
46
秒
79（
鈴
木
―
中
島
―
大
橋
―
宮
本
）

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権

▽
２
０
０
ｍ
⑧
鈴
木
24
秒
90（
＋
2.9
）▽
１
０

０
ｍ
Ｈ
⑤
中
島
13
秒
88
▽
４
０
０
ｍ
Ｈ
③
川

原
59
秒
65
⑥
大
平
1
分
01
秒
13
▽
４
×
１
０

０
ｍ
リ
レ
ー
⑤
園
田
学
園
女
大（
鈴
木
―
中

島
―
大
橋
―
宮
本
）46
秒
40
▽
４
×
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
⑥
園
田
学
園
女
大（
川
原
―
中
島

―
堀
出
―
稲
岡
）3
分
45
秒
18
▽
棒
高
跳
①

那
須
3
ｍ
90
⑤
竹
上
3
ｍ
40
▽
走
幅
跳
④
浦

山
5
ｍ
91
▽
三
段
跳
⑧
田
澤
12
ｍ
19
▽
砲
丸

投
②
内
田
14
ｍ
12
⑥
今
井
13
ｍ
03
▽
円
盤
投

⑤
武
藤
38
ｍ
27
⑧
西
矢
36
ｍ
79
▽
ハ
ン
マ
ー

投
⑧
三
宅
47
ｍ
27
▽
七
種
競
技
⑤
新
川

4
5
6
8
点
▽
女
子
総
合
４
位

主
要
大
会
上
位
成
績

那須那須那須那須 ２連覇２連覇２連覇２連覇

大
会
成
績

◆
関
西
学
生
春
季
リ
ー
グ
女
子
１
部

〈
１
次
リ
ー
グ
〉

園
田
学
園
女
大
●
０―

３
京
都
橘
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
帝
塚
山
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
関
西
大

　
　
　
　
　
　
○
３―

２
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
千
里
金
蘭
大

〈
２
次
リ
ー
グ
〉

園
田
学
園
女
大
●
１―

３
大
阪
国
際
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
武
庫
川
女
大

　
　
　
　
　
　
○
３―

１
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

３
関
西
大

　
　
　
　
　
　
●
１―

３
大
阪
体
育
大

〈
１
部
２
部
入
れ
替
え
戦
〉

園
田
学
園
女
大
●
０―

３
神
戸
学
院
大

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
女
子
２

部
を
全
勝
制
覇
し
、
１
部
昇
格

を
果
た
し
た
園
田
学
園
女
大
。

前
チ
ー
ム
の
余
勢
を
駆
っ
て
１

勝
で
も
多
く
積
み
重
ね
よ
う
と

意
気
込
ん
だ
が
、
強
豪
チ
ー
ム

ぞ
ろ
い
の
１
部
で
は
初
戦
か
ら

３
連
敗
を
喫
し
た
。

　
白
星
が
欲
し
い
第
４
戦
は
京

都
産
業
大
と
対
戦
。
第
１
セ
ッ

ト
を
25―

23
で
取
っ
た
が
、
第

２
・
３
セ
ッ
ト
は
20―

25
、

25―

27
と
相
手
に
反
撃
を
許

し
た
。

　
劣
勢
に
陥
り
か
け
た
が
踏
ん

張
り
を
見
せ
、第
４
、第
５
セ
ッ

ト
を
連
取
。
粘
っ
て
接
戦
を
も

の
に
し
た
。

　
１
次
リ
ー
グ
の
下
位
チ
ー
ム

と
対
戦
す
る
２
次
リ
ー
グ
で

も
、
白
星
は
京
都
産
業
大
戦
の

１
つ
だ
け
。
第
１
セ
ッ
ト
を
16

―

25
で
奪
わ
れ
た
が
、
第
２

セ
ッ
ト
以
降
は
流
れ
を
呼
び
込

み
、
25―

17
、
25―

21
、
25―

14
と
た
た
み
掛
け
た
。
そ
れ
で

も
２
次
リ
ー
グ
１
勝
４
敗
と
勝

利
が
遠
か
っ
た
。

　
入
替
戦
は
２
部
２
位
の
神
戸

学
院
大
と
対
戦
。
こ
れ
に
勝
て

ば
１
部
残
留
だ
っ
た
が
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
０―

３
で
完
敗
。

多
く
の
課
題
を
残
し
て
、
２
部

降
格
が
決
ま
っ
た
。

　
主
将
の
川
下
智
子（
総
合
健

康
学
科
４
年
）は「
一
人
ひ
と

内
田
２
位
、

主
将
の
決
意

陸上競技部陸上競技部 剣道部剣道部 バスケットボール部バスケットボール部 バレー部バレー部 テニス部テニス部 ソフトボール部ソフトボール部

田井亜加音
総合健康学科４年

り
が
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
を

見
直
し
、
秋
季
リ
ー
グ
は
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
戦
い
ま
す
」

と
挽
回
を
誓
う
。

　
１
部
で
の
敗
北
感
は
、「
今
ま

で
の
練
習
で
は
到
底
１
部
の
舞

台
で
は
通
用
し
な
い
。
内
容
が

濃
く
、
質
の
高
い
練
習
で
、
全

員
の
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
」

（
川
下
主
将
）と
い
う
共
感
に
つ

な
が
っ
た
。
１
部
復
帰
を
期
す

秋
季
リ
ー
グ
に
向
け
、
よ
り
攻

撃
的
に
鍛
え
て
い
く
覚
悟
だ
。

　
軟
式
野
球
部
は「
野
球
を
楽

し
む
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
が
大
半

で
、
授
業
の
空
き
時
間
を
利
用

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

他
大
学
と
の
合
同
練
習
や
練

習
試
合
を
含
め
、
関
西
地
区

の
女
子
野
球
の
発
展
を
望
み
、

チ
ー
ム
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
大
学
間
の
交
流
以
外
に
も
、

社
会
人
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
野
球
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
、

主
に
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

と
た
ち
と
交
流
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
女
子
野
球
は
マ
イ
ナ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
多
く
の
人
に

お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
に
交
流
戦
を
行
い
、

昨
年
の
全
日
本
大
学
女
子
野

球
選
手
権
準
優
勝
校
に
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨

軟
式
野
球
部

大
会
成
績

◆
関
西
大
学
女
子
春
季
リ
ー
グ（
途
中
経
過
）

園
田
学
園
女
大
●
３―

６
武
庫
川
女
大

　
　
　
　
　
　
●
０―

10
大
阪
体
育
大

　
　
　
　
　
　
○
11―

５
大
阪
芸
術
大

　
　
　
　
　
　
●
２―

６
武
庫
川
女
大

年
の
全
日
本
ベ
ス
ト
８
の
悔
し

さ
を
背
負
い
、
今
年
は
ベ
ス
ト

４
以
上
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。５
月
開
幕
の
関
西
地
区

春
季
リ
ー
グ
で
は
優
勝
が
目
標

で
す
。

　
園
田
ら
し
い
野
球
を
し
、
悔

い
の
な
い
よ
う
日
々
の
練
習
を

全
力
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

兵
庫
学
生
団
体
＆
個
人
３
位

剣道部

主
要
大
会
成
績

◆
兵
庫
学
生
剣
道
大
会

　
個
人
戦
３
位
　
橋
田

　
団
体
戦
３
位
　
Ａ
チ
ー
ム

（
先
鋒
・
栗
林―

中
堅
・
森
本―

大
将
・
武
末
）

◆
関
西
女
子
学
生
選
手
権

〈
２
回
戦
・
勝
者
〉

武
末
、
関
、
橋
田
、
大
辻
、
栗
林

〈
３
回
戦
〉

　
武
末
　
○―

　
松
本
（
兵
教
大
）

　
関
　
　
●―

　
二
宮
（
龍
谷
大
）

　
橋
田
　
○―

　
森
田
（
奈
良
大
）

　
大
辻
　
●―

　
鈴
木
（
関
学
大
）

　
栗
林
　
●―

　
井
上
（
近
大
）

〈
４
回
戦
〉

　
武
末
　
○―

　
川
北
（
佛
教
大
）

　
橋
田
　
●―

　
山
本
（
同
志
社
大
）

〈
５
回
戦
〉

　
武
末
　
●―

　
山
本
（
大
体
大
）

　
新
年
度
、
新
チ
ー
ム
が
最
初

に
迎
え
た
主
要
大
会
が
兵
庫
学

生
大
会
だ
っ
た
。
団
体
戦
で
Ａ

チ
ー
ム
が
、
個
人
戦
で
橋
田
紗

季
（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
団
体
戦
の
Ａ
チ
ー
ム
は
準
決

勝
で
代
表
戦
の
末
、
惜
敗
。
主

将
の
武
末
沙
也
香
（
同
４
年
）

は
「
優
勝
す
る
気
持
ち
で
臨
み

ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
努
力
以

上
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
勝
つ

こ
と
が
で
き
な
い
と
実
感
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
ま

だ
ま
だ
上
を
狙
え
た
」（
吉
山

茜
＝
総
合
健
康
学
科
３
年
）、

「
次
は
今
回
よ
り
も
強
く
な
っ

て
臨
む
」（
森
本
紗
英
＝
児
童

教
育
学
科
２
年
）
な
ど
、
前
向

き
な
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ
た
。

　
先
鋒
を
務
め
た
栗
林
菜
央

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
は
「
剣

道
部
全
員
で
１
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
、
秋

に
行
わ
れ
る
関
西
女
子
学
生
優

勝
大
会
（
団
体
戦
）
を
見
据
え

る
。

　
個
人
戦
３
位
の
橋
田
は
「
関

西
や
全
国
で
勝
ち
上
が
る
に

は
、
兵
庫
県
内
で
常
に
頂
点
を

取
る
く
ら
い
で
な
い
と
」

と
さ
ら
な
る
精
進
を

誓
っ
て
い
た
。

　
５
月
の
関
西
学
生
女

子
選
手
権
で
は
武
末
が

ベ
ス
ト
16
、
橋
田
が
ベ

ス
ト
32
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　
７
月
の
全
日
本
女
子

学
生
選
手
権
（
日
本
武

道
館
）
の
出
場
権
を
得

た
武
末
は
「
園
田
剣
道
部
の
代

表
と
し
て
、
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
、
全
日
本
で
輝
け
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　
前
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て

臨
ん
だ
棒
高
跳
の
那
須
は
、
優

勝
争
い
が
３
人
に
絞
ら
れ
た
３

ｍ
60
か
ら
登
場
し
た
。

　
１
回
目
は
十
分
な
跳
躍
だ
っ

た
が
、
バ
ー
を
落
と
し
て
し
ま

い
、
２
回
目
に
ク
リ
ア
。
３
ｍ

70
、
自
己
記
録
の
３
ｍ
80
を
と

も
に
１
回
目
に
成
功
さ
せ
る

と
、
正
念
場
の
３
ｍ
90
へ
。

　
こ
の
高
さ
に
挑
戦
す
る
の
は

那
須
を
含
め
て
２
人
。
那
須
は

２
回
目
に
ポ
ー
ル
の
反
動
に
体

を
う
ま
く
乗
せ
て
、
ク
リ
ア
。

相
手
は
３
回
の
跳
躍
で
ク
リ
ア

で
き
ず
、
那
須
の
優
勝
が
決

ま
っ
た
。

　
自
己
新
で
の
優
勝
は
今
大
会

の
目
標
の
一
つ
。
日
本
ト
ッ
プ

選
手
が
出
場
し
た
４
月
の
織
田

記
念
陸
上
で
は
３
ｍ
60
だ
っ
た

が
、
総
力
を
注
ぐ
関
西
イ
ン
カ

レ
で
き
っ
ち
り
と
目
標
通
り
の

結
果
を
残
し
た
。

　
さ
ら
に
４
ｍ
00
へ
も
挑
戦
。
跳

べ
な
か
っ
た
が
、
実
戦
で
４
ｍ

00
の
高
さ
を
味
わ
え
た
経
験
は

次
の
機
会
に
活
き
る
だ
ろ
う
。

　
重
さ
４
㎏
の
鉄
球
で
競
う
砲

丸
投
で
は
、
内
田
が
念
願
の
14

自
己
新
で
連
覇
飾
る

関
西
学
生
で
武
末
16
強

棒
高
跳

棒
高
跳

陸
上
競
技
の
第
93
回
関
西
学
生
対
校
選
手
権（
関
西
イ
ン
カ
レ
）で
園

田
学
園
女
大
は
２
年
連
続
し
て
女
子
総
合
４
位
と
な
っ
た
。
女
子
棒
高

跳
の
那
須
眞
由（
総
合
健
康
学
科
２
年
）が
３ｍ
90
の
自
己
新
記
録
で
２

連
覇
を
達
成
し
た
の
を
は
じ
め
、
砲
丸
投
の
内
田
千
香
子（
同
３
年
）

も
自
己
新
記
録
の
14
ｍ
12
を
投
げ
て
２
位
と
な
り
、
４
０
０ｍ
ハ
ー
ド
ル

で
は
川
原
菜
摘（
同
４
年
）が
59
秒
65
で
３
位
に
入
っ
た
。
走
跳
投
の
各

種
目
で
８
位
以
内
の
入
賞
は
16
個
を
数
え
た
。

那須

念
願
の
記
録
で
準
Ⅴ

内田

砲丸投

川
原
３
位

内
田
２
位
、
川
原
３
位

400ｍH

が
５
ｍ
91
で
４
位
に
。
七
種
競

技
の
新
川
涼
香
（
同
４
年
）
も

粘
り
強
く
得
点
を
重
ね
、
４
５

６
８
点
で
５
位
に
入
っ
た
。

　
砲
丸
投
６
位
の
今
井
美
夢

（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
や
三

段
跳
８
位
の
田
澤
麗
奈
（
同

４
年
）
ら
、
関
西
イ
ン
カ
レ

で
自
己
記
録
を
更
新
し
た
選

手
も
目
を
引
い
た
。

　
関
西
イ
ン
カ
レ
で
表
彰
台

に
立
っ
た
選
手
を
中
心
に
、
７

月
の
西
日
本
イ
ン
カ
レ（
京
都
）、

９
月
の
日

本
イ
ン
カ

レ（
埼
玉
）

も
、
園
田

学
園
女
大

の
存
在
感

を
発
揮
し

た
い
。

【ソフトボール部】

荻野　朝美（福岡大附属若葉高校・福岡）

服部　洋代（津商業高校・三重）

加藤　亜美（明新館高校・山形）

千葉　遼　（一関第一高校・岩手）

安田　胡桃（小林西高校・宮崎）

片山　摩巳（須磨ノ浦高校・兵庫）

白石　望美（須磨ノ浦高校・兵庫）

野瀬くるみ（南筑高校・福岡）

藤本　聖加（神戸星城高校・兵庫）

岩崎　瑞穂（八尾北高校・大阪）

【テニス部】

石井あづさ（山陽女学園高校・広島）

小池　颯紀（美鈴が丘高校・広島）

小久保絢加（福岡大附属若葉高校・福岡）

私たちは、SONODAで心・技・体を磨きます！2016年度
クラブ新入生

【バスケットボール部】

小野島由衣（市尼崎高校・兵庫）

牧　佳奈子（市尼崎高校・兵庫）

平山　楓子（須磨学園高校・兵庫）

宿久　千種（須磨学園高校・兵庫）

門田　唯　（岡豊高校・高知）

砂本　菜摘（大阪薫英女学院高校・大阪）

西垣　萌美（大阪桐蔭高校・大阪）

篠原　千晴（足羽高校・福井）

藤井　瑞希（豊島高校・大阪）

平嶋　芽生（豊島高校・大阪）

若原　優子（岐阜女子高校・岐阜）

上戸　梨紗（高瀬高校・香川）

山村　陽子（沼津中央高校・静岡）

津島　友美（川西明峰高校・兵庫）

田所　未来（福知山成美高校・京都）

佐藤　美裕（川西明峰高校・兵庫）

水野　沙紀（登美丘高校・大阪）

【バレーボール部】

平田　早希（金蘭会高校・大阪）

尾西陽加莉（氷上高校・兵庫）

勝部　千咲（安来高校・島根）

大符里佳子（市伊丹高校・兵庫）

柿本　真帆（奈良女子高校・奈良）

渡邊　みる（PL学園高校・大阪）

永野　桜空（三田松聖高校・兵庫）

方　　柚衣（神戸朝鮮高級学校・兵庫）

高野　由依（尼崎稲園高校・兵庫）

藤沢　涼加（市尼崎高校・兵庫）

【剣道部】

大辻　楓　（好文学園女子高校・大阪）

田村　陽菜（西宮今津高校・兵庫）

伊吹みらい（東海大仰星高校・大阪）

橋田　真子（初芝立命館高校・大阪）

落合　空　（久御山高校・京都）

【陸上競技部】
池上　鈴佳（大阪高校・大阪）

井福　千里（県農業高校・兵庫）

梅木　遥　（枚方高校・大阪）

江川　可蓮（姫路商業高校・兵庫）

小澤ほのか（神戸龍谷高校・兵庫）

笠島　真実（北陸高校・福井）

近藤亜友美（西城陽高校・京都）

清水　楓香（摂津高校・大阪）

菅蒲伊久美（添上高校・奈良）

武島　冴佳（伊丹北高校・兵庫）

田中　菜穂（西海学園高校・長崎）

谷垣歌悠里（大牟田高校・福岡）

西村　百花（京都橘高校・京都）

野々瀬　悠（鳴門渦潮高校・徳島）

畑　ともよ（園田学園高校・兵庫）

播磨　沙来（園田学園高校・兵庫）

百足　千香（北陸高校・福井）

　　　　　※カッコ内は出身高校

　
今
年
の
チ
ー
ム
目
標
は
関

西
リ
ー
グ
１
部
昇
格
、ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
完
全
燃
焼 
〜step 

by step

〜
」で
す
。
全
国
か

ら
チ
ー
ム
が
集
ま
る
３
月
の

嬬
恋
大
会
で
は
、
過
去
最
高

の
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
こ
そ
１
部
昇
格
！
や

る
こ
と
す
べ
て
が
結
果
に
繋

が
る
と
信
じ
、
全
員
全
力
で
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
高
の
コ
ー
チ
、
最
高
の
仲

間
と
共
に
、
必
ず
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
１
部
へ
意
気
軒
昂

ラ
ク
ロ
ス
部

試
合
結
果

◆
つ
ま
恋
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ

園
田
学
園
女
大
●
３‐

４
東
北
大

　
　
　
　
　
　
○
５‐

２
大
阪
国
際
大

　
　
　
　
　
　
○
４‐

２
上
智
大

　
　
　
　
　
　
●
１‐

３
大
東
文
化
大

　
　
　
　
　
　
○
７‐

１
中
京
大

　
　
　
　
　
　
○
３‐

１
国
士
館
大

　
　
　
　
　
　
●
３‐

５
大
阪
教
育
大

　
　
　
　
　
　
○
７‐

２
日
本
女
子
大

◆
全
国
地
区
交
流
戦
大
阪
会
場

園
田
学
園
女
大
○
12―

４
椙
山
女
学
園
大

　
　
　
　
　
　
○
８―

５
至
学
館
大

　
　
　
　
　
　
○
６―

４
名
城
大

「可能性を広げるために努力す
る選手が多いところが、今年
のチームの良さ。全員が思い
切ってプレーしています。今
季の目標はもちろん日本一。
その目標に対して、誰一人と
してぶれていません。夏に笑
顔でインカレタイトルを取る
ための勝負は始まっているの
で、一日一日を大切にしてい
きます」

「今年の春季リーグでは残念な
がら2部に降格してしまいま
した。一人ひとりの技術面・
体力面・精神面をもう一度しっ
かりと見直し、秋季リーグで
はチームカラーである『明る
さ』を最大限に出し、1部の舞
台に返り咲けるよう頑張りま
すので、応援よろしくお願い
いたします」

「全関西では昨年７位を上回る
５位になりうれしいです。そ
れでも個々の能力向上は今後
の大会に向けて必要です。目標
は秋のリーグで２部全勝優勝
と１部入れ替え戦に勝つこ
と。インカレ進出も目指して
います。個人としてはチーム
をまとめ、勝利に導くことが
できる主将の役割をまっとう
したいです」

「チーム戦となる秋の関西女子
学生優勝大会に向けて、一人
ひとりが理想とする剣道を思
い浮かべ、１戦１勝の気持ち
で準備していきます。個人と
しては夢だった全日本女子学
生選手権に出場します。今ま
で取り組んできたことを自信
にし、支えてくださった多く
の方に恩返しができるように
頑張ります」

「主将を任されて１年、一人ひ
とりのいいところを見られる
ようになりました。１つ上の
先輩方が昨年のインカレで活
躍したので、私たちもあきら
めず、大会に出る人も、サポー
トに回る人も、全員でインカ
レを戦えるチームになろうと
話してきました。９月のイン
カレでは１つでも多くの入賞
を目指します」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
０
１
６
年
度
関
西
大
学
女
子
春
季
リ
ー
グ
１
部

に
２
季
ぶ
り
に
参
戦
し
た
園
田
学
園
女
大
は
、
１
次
リ
ー
グ
・
２
次

リ
ー
グ
で
各
１
勝
に
と
ど
ま
り
、
１
部
11
位
と
苦
戦
。
入
替
戦
も
敗

退
し
、
秋
季
リ
ー
グ
は
２
部
で
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。

粘
り
実
ら
ず
２
勝
に
と
ど
ま
る

楽
し
ん
で
勝
つ

楽
し
ん
で
勝
つ

※

８
月
26
〜
31
日
に
富
山
県
魚
津
市
で

　
全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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「
全
員
で
立
ち
向
か
っ
て
い
け
た
」

大
会
成
績

◆
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権

園
田
学
園
女
大

▽
４
回
戦
　
○
　
　
24―

17
　
　
京
都
産
業
大

　
　
　
　
　
　
　
　
14―

19

　
　
　
　
　
　
　
　
22―

19

　
　
　
　
　
　
　
　
23―

13

▽
準
々
決
勝
●
 
　
19―

20
　
 
大
阪
体
育
大

　
　
　
　
　
　
　
　
８―

15

　
　
　
　
　
　
　
　
11―

11

　
　
　
　
　
　
　
　
15―

24

〈
順
位
決
定
戦
〉

園
田
学
園
女
大

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

16
　
　
関
西
外
大

　
　
　
　
　
　
　
　
14―

８

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

20

　
　
　
　
　
　
　
　
11―

９

▽
５
位
決
定
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
21―

19
　
　
立
命
館
大

　
　
　
　
　
　
　
　
12―

11

　
　
　
　
　
　
　
　
18―

16

　
　
　
　
　
　
　
　
20―

23

　
園
田
学
園
女
大
は
４
回
戦
か

ら
登
場
。京
都
産
業
大
に
快
勝

す
る
と
、そ
の
勢
い
で
前
回
準
優

勝
の
大
阪
体
育
大
に
挑
ん
だ
。

　
第
１
ピ
リ
オ
ド
か
ら
前
田
実

咲（
児
童
教
育
学
科
４
年
）や

下
吹
越
紗
羅（
総
合
健
康
学
科

２
年
）
を
中
心
に
得
点
を
重

ね
、
健
闘
。
第
３
ピ
リ
オ
ド
は

互
角
に
戦
い
、
８
点
を
追
っ
て

最
終
ピ
リ
オ
ド
へ
。
下
吹
越
が

３
点
シ
ュ
ー
ト
を
効
果
的
に
決

め
た
が
、
流
れ
を
奪
え
ず
、
突

き
放
さ
れ
た
。

　
順
位
決
定
戦
に
回
っ
た
園
田

学
園
女
大
は
初
戦
を
制
し
、
５

位
決
定
戦
で
立
命
館
大
と
対

戦
。昨
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
２
部

３
位
の
園
田
学
園
女
大
に
対

し
、
立
命
館
大
は
１
部
５
位
。そ

れ
で
も「
苦
し
い
場
面
で
も
あ
き

ら
め
ず
に
、強
い
チ
ー
ム
に
立
ち

向
か
っ
て
い
け
た
」（
前
田
）
と

果
敢
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

　
第
１
〜
第
３
の
各
ピ
リ
オ
ド

を
僅
差
な
が
ら
着
実
に
リ
ー

ド
。
最
終
ピ
リ
オ
ド
は
相
手
に

意
地
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
残
り

２
秒
で
田
中
友
里
乃（
総
合
健

康
学
科
４
年
）が
起
死
回
生
の

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
こ
れ
で
勝

負
あ
り
。

　
立
命
館
大
戦
で
34
得
点
を
挙

げ
た
前
田
は「
コ
ー
ト
の
中
で

も
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
て
、

力
に
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
結
果
で
す
」と
チ
ー

ム
一
丸
を
強
調
し
た
。

　
次
な
る
挑
戦
は
リ
ー
グ
戦
、

そ
し
て
イ
ン
カ
レ
。
目
指
す
成

績
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
池
内

和
果
奈（
児
童
教
育
学
科
４
年
）

は「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力
を
強
化

す
る
こ
と
」を
課
題
に
あ
げ
る
。

春
に
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ

チ
ー
ム
は
、
夏
の
先
に
あ
る
達

成
感
を
追
い
か
け
て
い
く
。

活動レポート
It’s fresh 創部10周年記念公演を8月に開催

　私たちWHITE TIGERSは現
在７人で、チアリーディング部
のモットーである「元気・勇気・
笑顔」を大切にし、日々の練習
に励んでいます。
　昨年度は12月に行われた全
日本学生チアリーディング選手
権のエキシビション部門におい
て、奨励賞を初めていただくこ
とができました。
　新学期が始まり、新入生を新

たに迎え、神戸まつりや他大学の行事に参加し、アメリカンフッ
トボールの専属チアをさせて頂いている社会人チーム「ゴールデン
ファイターズ」の応援など、様々な活動を展開します。
　チアリーディング部は今年度で創部10周年を迎えます。これま
でWHITE TIGERSを支えてくださり、応援してくださった多くの
皆さまに10年間の感謝の気持ちを伝えるために、初の単独公演
を8月27日に行います。OGや園田学園高等学校の皆さんにも
参加していただき、一緒に公演を盛り上げていきます。
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４連覇４連覇４連覇４連覇

◆春季関西学生リーグ女子１部
　〈予選リーグ〉
　　園田学園女大○７―０龍谷大
　　　　　　　　○７―１神戸親和女大
　　　　　　　　○７―０大阪国際大
　　　　　　　　○１―０大阪大谷大
　〈１部リーグ〉
　　園田学園女大○７―０奈良学園大・
　　　　　　　　　　　　奈良文化女短大
　　　　　　　　○９―２太成学院大
　　　　　　　　○９―０武庫川女大
　　　　　　　　○10―０立命館大
　〈個人賞〉
　　防御率①原　奈々 0.00
　　打　率①児嶋　優 0.571
　　　　　②石川恭子 0.500
　　盗塁賞　堤　加菜子６個
　　ベストプレイ賞　椛山　奈々
◆兵庫県知事杯兼全日本総合女子兵庫県大会
　園田学園女大○３―０神戸親和女大
　　　　　　　○６―０武庫川女大
　（全日本総合近畿予選進出）

投
手
戦
制
す

〝
大
学
日
本
一
〞
奪
還
へ

大
会
成
績

荒木 香織 教授

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
リ
ー
グ
戦

に
勢
い
を
つ
け
る
意
味
で
重
要

な
初
戦
。
園
田
学
園
女
大
は
11

季
連
続
優
勝
の
プ
ラ
イ
ド
を
胸

に
、
気
を
引
き
締
め
て
試
合
に

臨
ん
だ
。

　
１―

３
回
は
無
得
点
に
抑

え
ら
れ
た
が
、
４
回
２
ア
ウ

ト
か
ら
打
線
が
目
覚
め
た
。

児
嶋
優
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）と
屋
禰
未
奈（
同
２
年
）が

連
続
出
塁
し
、
石
川
恭
子（
同

２
年
）の
２
塁
打
で
１
点
を
先

制
し
た
。

　
さ
ら
に
盗
塁
な
ど
機
動
力
で

も
相
手
守
備
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

富
本
凛
子（
同
４
年
）の
タ
イ

ム
リ
ー
２
塁
打
も
飛
び
出
し
、

こ
の
回
一
挙
に
６
得
点
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
５
回
コ
ー
ル

ド
で
快
勝
し
た
。

　
開
幕
か
ら
３
戦
連
続
コ
ー
ル

ド
勝
利
で
勢
い
に
乗
る
チ
ー
ム

を
引
き
締
め
た
の
は
、
第
４
戦

の
大
阪
大
谷
大
戦
だ
っ
た
。

　
先
発
を
任
さ
れ
た
の
は
原

奈
（々
児
童
教
育
学
科
３
年
）。

守
備
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
相

手
打
線
を
散
発
６
安
打
に
抑

え
、
７
回
を
無
失
点
で
投
げ
抜

い
た
。
原
の
力
投
に
応
え
た
い

打
線
だ
っ
た
が
、
相
手
も
好
投

手
。
本
塁
が
遠
か
っ
た
。

　
迎
え
た
最
終
回
の
攻
撃
。
２

死
球
１
安
打
で
１
死
満
塁
と

し
、
屋
禰
が
殊
勲
の
レ
フ
ト
前

タ
イ
ム
リ
ー
。
１―

０
で
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
た
。
先
発
し

た
原
は「
全
員
が
最
後
ま
で
粘

り
強
く
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
チ
ー
ム
力

の
勝
利
を
強
調
し
た
。

　
主
将
の
田
井
亜
加
音（
総
合

健
康
学
科
４
年
）
は
「
ピ
ッ

チ
ャ
ー
が
０
点
に
抑
え
て
く
れ

て
い
る
の
に
打
撃
陣
が
得
点
で

き
な
い
試
合
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ（
全
日
本

大
学
選
手
権
）は
春
季
リ
ー
グ

の
倍
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
の
し

か
か
り
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
や
技

術
の
強
化
、
打
撃
陣
の
強
さ
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。
緊

迫
し
た
試
合
を
制
し
、
チ
ー
ム

は
甲
の
緒
を
締
め
た
。

　
２
次
部
別
の
１
部
リ
ー
グ
で

も
、
園
田
学
園
女
大
は
コ
ー
ル

ド
勝
利
を
重
ね
て
い
く
。

　
１
部
リ
ー
グ
第
３
戦
の
武
庫

川
女
大
戦
で
は
、
１
回
、
４
番

田
井
、
５
番
椛
山
奈

（々
総
合

健
康
学
科
２
年
）、
６
番
児
嶋

の
主
軸
３
者
連
続
タ
イ
ム
リ
ー

な
ど
で
４
点
を
先
制
。
５
回
に

は
代
打
の
森
菜
々
穂（
同

３
年
）が
放
っ
た
本

塁
打
な
ど
で
追
加

点
を
あ
げ
、
９―

０
で
５
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
。
最
終
戦

を
残
し
て
、
優
勝

が
決
ま
っ
た
。

　
木
田
京
子
監
督
は「
失

点
が
８
試
合
で
３
点
と

少
な
か
っ
た
で
す
。
打
線
は
１

番
石
川
が
安
定
し
て
出
塁
し
、

児
嶋
も
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
で
き

る
打
線
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
進
塁
を
な
か
な
か
許
さ
な

い
守
備
力
を
保
っ
て
く
れ
た
た

め
、
投
手
も
安
心
し
て
マ
ウ
ン

ド
で
躍
動
で
き
た
の
で
し
ょ

う
」と
、
リ
ー
グ
戦
の
戦
い
を

総
括
し
た
。

リ
ー
グ
連
覇
へ

コ
ー
ル
ド
○
発
進

投
・
守
・
打
で
貫
禄

大学日本一奪還へ自信大学日本一奪還へ自信大学日本一奪還へ自信

主要大会成績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
第
48
回
春
季
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦（
女

子
）は
４
月
10
日
の
園
田
学
園
女
大―

龍
谷
大
戦
な
ど
で
開

幕
し
た
。
11
季
連
続
リ
ー
グ
制
覇
中
の
園
田
学
園
女
大
は

予
選
リ
ー
グ
か
ら
本
領
を
発
揮
。
上
位
校
で
争
う
１
部
リ
ー

グ
で
は
４
戦
す
べ
て
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収
め
、
他
を
圧

倒
し
て
12
季
連
続
優
勝
に
輝
い
た
。
投
・
打
・
走
の
個
人

賞
も
獲
得
。
選
手
個
々
の
能
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
か
み

合
っ
た
リ
ー
グ
制
覇
だ
っ
た
。

◆
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
シ
ン
グ
ル
ス

〈
１
回
戦
〉

加
治
　
○
　
６―

４
　
窪
之
内
（
大
阪
市
立
大
）

　
　
　
　
　
６―

０

小
池
　
○
　
７―

５
　
栗
本
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
６―

２

志
村
　
●
　
１―

６
　
中
谷
（
甲
南
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

伊
藤
　
●
　
６―

３
　

前
田
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
３―

６

池
田
　
○
　
７―

６（
９
）　
沈
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
７―

６（
６
）

石
井
　
●
　
４―

６
　
橘
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
０―

６

川
本
　
○
　
６―

２
　

藤
本
（
甲
南
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

　
　
　
　
　
６―

３

大
石
　
○
　
６―

４
　
岡
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

１

渡
邊
　
●
　
６―

４
　

竹
浪
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
３―

６

則
信
　
●
　
３―

６
　
田
尻
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
１―

６

木
村
　
○
　
７―

６（
５
）　

玄
田
（
同
志
社
大
）

　
　
　
　
　
４―

６

　
　
　
　
　
６―

４

〈
２
回
戦
〉

　
　
　
　
　
４―

６

加
治
　
○
　
６―

４
　
小
池
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

４

　
　
　
　
　
６―

７（
８
）

池
田
　
●
　
６―

４
　
　
　
池
内
（
同
志
社
大
）

　
　
　
　
　
３―

６

大
石
　
○
　
７―

５
　
川
本
（
園
田
学
園
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

４

木
村
　
●
　
３―

６
　
樋
口
（
大
阪
大
）

　
　
　
　
　
２―

６

〈
３
回
戦
〉

加
治
　
○
　
６―

２
　
前
田
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
６―

３

　
　
　
　
　
２―

６
　
　
　
丹
野

大
石
　
●
　
６―

４
　
　
　（
神
戸
親
和
女
大
）

　
　
　
　
　
６―

７（
２
）

〈
準
決
勝
〉

加
治
　
○
　
７―

５
　
山
本
（
関
学
大
）

　
　
　
　
　
７―

５

〈
決
勝
〉

　
　
　
　
　
６―

３
　

加
治
　
○
　
１―

６
　
畑
守
（
関
西
大
）

　
　
　
　
　
６―

２

▽
ダ
ブ
ル
ス

〈
１
回
戦
〉

加
治
・
小
池
○
　
７―

６（
４
）    

竹
浪
・
木
村

　
　
　
　
　
　
　
６―

４
　
　
　（
関
学
大
）

桐
畑
・
渡
邊
○
　
６―

４
　
松
田
・
山
田

　
　
　
　
　
　
　
６―

０
　（
関
西
外
大
）

池
田
・
大
石
○
　
６―

２
　
　    

大
谷
・
谷
口

　
　
　
　
　
　
　
６―

７（
３
）   （
親
和
女
大
・

　
　
　
　
　
　
　
10―

５
　
　   

大
阪
学
院
大
）

石
井
・
則
信
○
　
６―

３
　
　
　
岩
本
・
室
山

　
　
　
　
　
　
　
７―

６（
６
）   （
松
蔭
女
大
）

田
中
・
木
村
○
　
７―

５
　
岡
・
川
本

　
　
　
　
　
　
　
６―

３
　（
園
田
学
園
女
大
）

志
村
・
伊
藤
●
　
４―

６
　
玄
田
・
池
内

　
　
　
　
　
　
　
０―

６
　（
同
志
社
大
）

〈
２
回
戦
〉

加
治
・
小
池
●
　
３―

６
　
伊
藤
・
栗
本

　
　
　
　
　
　
　
３―

６
　（
関
学
大
）

桐
畑
・
渡
邊
○
　
６―

４
　
池
田
・
大
石

　
　
　
　
　
　
　
６―

４
　（
園
田
学
園
女
大
）

石
井
・
則
信
●
　
２―

６
　
酒
井
・
山
本

　
　
　
　
　
　
　
１―

６
　（
関
学
大
）

田
中
・
木
村
○
　
６―

４
　
玄
田
・
池
内

　
　
　
　
　
　
　
６―

０
　（
同
志
社
大
）

〈
準
々
決
勝
〉

　
　
　
　
　
　
　
３―

６
　
田
中
・
清
水

桐
畑
・
渡
邊
●
　
６―

３
　（
大
阪
教
育
大
）

　
　
　
　
　
　
　
８―

10

田
中
・
木
村
●
　
２―

６
　
橘
・
畑
守

　
　
　
　
　
　
　
２―

６
　（
関
西
大
）

（

）

（

）

（

）

（

）
（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）
（

）

（

）

投
打
で
実
力
発
揮

投
打
で
実
力
発
揮

春季関西学生リーグ春季関西学生リーグ

　
春
季
リ
ー
グ
で
発
揮
し
た
よ

う
に
、
安
定
し
た
守
備
と
破
壊

力
の
あ
る
攻
撃
が
持
ち
味
の

チ
ー
ム
。
最
重
要
大
会
で
あ
る

イ
ン
カ
レ
で
は
、
２
０
１
２
年

の
優
勝
以
来
、準
優
勝
、３
位
、

ベ
ス
ト
８
と
苦
戦
し
て
い
る
。

　「
地
域
、
学
校
、
関
係
者
を

は
じ
め
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
を
目
指
す
」（
木
田

監
督
）と
い
う
園
田
学
園
女
大

が
、
今
年
こ
そ（
８
月
26―

29

日
・
鹿
児
島
県
南
九
州
市
）と

強
気
で
、
大
学
日
本
一
の
タ
イ

ト
ル
奪
還
に
挑
ん
で
い
く
。

12季連続12季連続ⅤⅤⅤⅤ無敵無敵
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

穐山奈央（４年）穐山奈央（４年）
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大
石
、小
池
ら
後
輩
も
成
長

大
石
、小
池
ら
後
輩
も
成
長

今
後
の
チ
ー
ム
戦
に
弾
み

　
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
４
連
覇
の

偉
業
が
懸
か
っ
た
加
治
。
初
戦

は
快
勝
し
た
が
、
２
回
戦
で
対

戦
し
た
後
輩
の
小
池
颯
紀（
総

合
健
康
学
科
１
年
）
に
第
１

セ
ッ
ト
を
４―

６
で
奪
わ
れ
る

な
ど
、
序
盤
は
波
に
乗
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
要
所
で
冷

静
に
シ
ョ
ッ
ト
を
決
め
、
先
輩

の
貫
録
を
見
せ
た
。

　
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
た
決
勝

で
は
畑
守
美
里（
関
西
大
）を

６―

３
、
１―

６
、
６―

２
で

撃
破
。
４
連
覇
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

　
小
池
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で

は
、
２
回
戦
で
第
１
シ
ー
ド
の

ペ
ア
に
苦
杯
。
加
治
に
と
っ
て

３
年
ぶ
り
の
ダ
ブ
ル
ス
・
タ
イ

ト
ル
奪
取
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
加
治
は「
２
０
１
６
年
度
の

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
シ
ン
グ

ル
優
勝
と
い
う
い
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
ま
し
た
」と
充
実
し
た

表
情
。「
イ
ン
カ
レ
で
も
自
分

の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
集
中

し
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
」と

健
闘
を
誓
う
。

　
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
し
て
の

大
仕
事
も
待
っ
て
い
る
。
関
西

大
学
対
抗
リ
ー
グ
と
、
そ
の
先

に
あ
る
全
日
本
大
学
対
抗
王
座

決
定
試
合
だ
。
昨
年
は
関
西
優

勝
＆
王
座
ベ
ス
ト
４
だ
っ
た
。

　
チ
ー
ム
目
標
は
も
ち
ろ
ん
、

関
西
２
連
覇
と
王
座
優
勝
。
加

治
は「
チ
ー
ム
で
戦
え
る
リ
ー

グ
戦
や
王
座
は
と
て
も
楽
し

み
。
全
員
で
勝
利
を
つ
か
み
ま

す
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
加
治
を
苦
し
め
た
の
は
、
２

回
戦
で
当
た
っ
た
後
輩
の
小
池

だ
。
一
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

４
強
の
実
力
者
。
パ
ワ
ー
や
ラ

イ
ン
際
を
狙
う
シ
ョ
ッ
ト
で
、

加
治
の
焦
り
を
誘
い
、
第
１

セ
ッ
ト
を
奪
っ
た
。

第
２
、
３
セ
ッ
ト
も
果
敢
に
挑

戦
し
、
ラ
リ
ー
で
加
治
を
打
ち

負
か
す
場
面
も
。
ゲ
ー
ム
は
３

時
間
を
超
え
る
熱
戦
。
金
星
は

挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
加
治

と
２
回
戦
で
対
戦
す
る
組
み
合

わ
せ
で
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
勝

ち
進
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
感
じ
さ
せ
る
だ
け
の
力
強
さ

と
躍
動
が
あ
っ
た
。
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
な
一
人
だ
。

　
園
田
学
園
女
大
は
ダ
ブ
ル
ス

に
７
ペ
ア
が
出
場
。
そ
の
う
ち

５
ペ
ア
が
初
戦
を
突
破
し
た

が
、
２
回
戦
を
勝
ち
抜
い
た
の

は
桐
畑
和
佳（
総
合
健
康
学
科

４
年
）・
渡
邊
は
る
か
（
同
２

年
）組
、
田
中
虹
河（
同
３
年
）・

木
村
優
布
子（
同
３
年
）組
の

２
ペ
ア
。
準
々
決
勝
で
桐
畑
・

渡
邊
組
は
惜
敗
し
、
田
中
・
木

村
組
は
第
２
シ
ー
ド
の
ペ
ア
に

完
敗
し
た
。

　
今
後
を
見
据
え
る
と
、
チ
ー

ム
が
総
力
を
注
ぐ
全
日
本
大
学

対
抗
王
座
決
定
試
合
に
つ
な
が

る
関
西
大
学
対
抗
リ
ー
グ
を
２

年
連
続
で
制
覇
す
る
に
は
、
ダ

ブ
ル
ス
の
強
化
は
必
須
。
目
標

を
叶
え
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ

と
は
見
え
て
い
る
。

　
　  

　
　   

♦

　
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
結
果
、
全
日
本
学
生
選
手

権（
８
月
・
岐
阜
）の
シ
ン
グ
ル

ス
本
戦
に
加
治
、
小
池
、
大
石

歩
美（
食
物
栄
養
学
科
３
年
）

が
、
同
予
選
に
川
本
桃
子（
総

合
健
康
学
科
３
年
）が
、
ダ
ブ

ル
ス
本
戦
に
田
中
・
木
村
組
と

桐
畑
・
渡
邊
組
が
、
同
予
選
に

加
治
・
小
池
組
、
則
信
・
石
井

組
が
出
場
す
る
。

　2016年4月より、本学人間健康学部総合健康学科に、荒木香織教授が着任されました。荒木教授
はスポーツ心理学を専門とし、メンタルトレーニングコンサルタントとして活躍しています。
　特に著名な業績として、ラグビー男子日本代表のメンタルコーチ（2012年～ 2015年）が挙げら
れます。2015年のラグビーワールドカップにおいて、南アフリカ戦に勝利し、「Ｗ杯史上最大の衝撃」
と報じられ、話題になりました。
　世界で活躍している荒木教授のご指導を得て、スポーツのSONODAはより高みを目指します。
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テ
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誓
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Ｖ
４

ル
ー
キ
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小
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ダ
ブ
ル
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強
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が
課
題

関西学生春季トーナメント関西学生春季トーナメント

小池颯紀（１年）小池颯紀（１年）

大石歩美（３年）大石歩美（３年）

荒木 香織 教授
　中学生から、社会人 1 年目まで陸上競技
100m・200mを専門とする。インターハイ、ジュ
ニアオリンピック、国体、インカレ等に出場。
　その後、渡米、修士・博士課程を修了（専攻：
スポーツ心理学）。2005年より国内外で教鞭を
とる傍ら、メンタルトレーニングコンサルタン
トとして活躍。2016年4月園田学園女子大学
人間健康学部総合健康学科教授。

プロフィール

テ
ニ
ス
の
関
西

学
生
春
季
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
園
田
学
園

女
大
の
加
治
遥（
総
合
健
康
学
科

４
年
）が
シ
ン
グ
ル
ス
４
連
覇
を

達
成
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝
と
も
対
戦
相
手
に
粘
ら

れ
た
が
、
集
中
力
を
キ
ー
プ
し
て
要
所
を
締
め
、
最

後
は
地
力
の
差
を
見
せ
た
。
全
日
本
学
生
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）や
、
チ
ー
ム
の
総
合
力
で
勝
負
す

る
全
日
本
大
学
対
抗
王
座
決
定
試
合
な
ど
、

学
生
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
を
最
高
の
輝
き

で
締
め
く
く
り
た
い
。

加治
シングルス加治
シングルス

荒木 香織　京都府京都市出身
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